コーディネーターとしての事業に対する意見シート
■事業名：身近な自然を体験する県民デー 

■コーディネーター氏名・所属：辻本晴美・（特）地域づくり考房みなと
■ふりかえり会議開催年月日：平成　１６年　３月　１８日
１．協働のプロセスについて意見
　　行政側は、協働事業であるとの認識であったが、当事者である津市子ども会は、その認識を持っていなかったようである。環境運動に対する重要性の認識は持っていたので、呼びかけられたので子ども会のメンバーに動員をかけたというふうに感じられた。もう一つの団体は、欠席のため確認が取れなかったが、チェックシートには、ＮＰＯから協働を呼びかけたとあるので、協働事業だと考えておられたとは思う。（チェックシートは、県民デーではなく自己の団体の活動について記入してあるようにも取れるのでよくわからない。）
２．成果についての意見 

　津市子ども会のメンバーの県民デーへの参加者は、かなりの人数（300人？）であったようである。Ｈ１６年度も海岸清掃は、継続されるとの事である。メンバーが海岸清掃をすることで、環境を整える努力がもっと環境を美しくしていく取り組みに発展していく可能性もあり、次年度以降へも続くことが期待できる。
３．課題・改善の整理とまとめ
　たくさんのメンバーがいるので、イベント開催時、通年事業展開などをとらえて、
目的を明確化する努力がいるとおもう。子どもたちは、毎年巣立っていき、また新しい子が入ってくる。子ども会としての取り組みの意義を共通認識にまでしていくことが求められると思う。ただ義務感でイベント開催することは、環境の取り組みとしては無意味のようにおもう。幅広く地域の方々と取り組まれているので、言わずもがなの気もするがあえて付け加える。
４．事業全体についての意見・感想（自由に記入してください）
　今回の振り返り会議の中でも、既存の団体に声を掛けて、行事をこなしていくことは、「元々やりいい」「手がかからない」「成果が上がる」といった意見が述べられた。県民デーとしては、大きく成果の上がる方向が望ましいのであろうが、環境保護のような活動は、日常の生活とむすびついてこそ、成果があがったといえると思う。ゴミ袋ゼロ運動なども、最近になって、定着してきたように感じられる。ぜひ、常日頃から、自分の生活のなかから継続して取り組むような方向へと進んでいってもらいたい。
